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栗
谷
普
通
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組
合
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昭和 8～9 年 
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銅
山
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三
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け
る
た
め
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集
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け
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三
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工
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昭和 61 年 

待
矢
場
両
堰
土
地
改
良
区
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良
瀬
川
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央
土
地
改
良
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合
を
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1948～51 年 

平成 27 年 

足
利
市
百
頭
町
と
野
田
町
の
水
路
上
に 

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置 

おかむら いさみ 

岡村 勇 
（1880 年～1971 年） 

完成当時の沈砂池／現 中川町 

太田頭首工 第 1 期工事施工状況 

完成当時の事務所／現 福居町 

昭和 23～26 年 

1570 年ごろ 

1952 年 1956 年 1971～84 年 1986 年 2015 年 

全国の「土地改良区」では、みなさんにより身近に感じてもらえる組織でありたいと願い、 
平成 14 年から「水土里（みどり）ネット」の愛称を用いてその役割や活動を広めています。  
 

発行／三栗谷用水土地改良区 
（水土里ネットみくりや） 

〒326-0338 栃木県足利市福居町 569-4 
TEL/FAX 0284-71-1619 
ｍikuriya1619@crux.ocn.ne.jp 
 

平成 29 年 

三
栗
谷
用
水
本
線
の
大
規
模
改
修 

県
営
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業 

(

三
栗
谷
Ⅱ
地
区)

始
ま
る 

2017 年 

土地改良法という法律に基づき、都道府県知事の認可を受け設立された 
農業者の組織（公共団体）です。 

 

① 組合員 
農用地の所有者または使用者 

② 総代・総代会 
組合員の中から、各地域の代表者である

「総代」が選出されます。 
総代によって組織された「総代会」は、
土地改良区の最高議決機関です。 

③ 理事会 
土地改良区の代表権を持ち、運営の執行
機関となります。 

④ 監事会 
土地改良区の運営を監査します。 

 

三栗谷用水土地改良区では、足利市の中央を横切る渡良瀬川の南部に位置する 

山辺・御厨・筑波・梁田・久野の５地区を対象として、次のような業務を行っています。 
 

今ある田んぼを広く使いやすい形に整形し、排水や用水路の整備を一体的に行い、生産性が上がるよう 
造成します。 

各農家の田んぼや畑地に公平に水がいきわたるように調整しています。 

用水路・ため池等、様々な農業用施設が壊れる前に点検・修理し、長く使えるよう管理を行っています。 
 

①  

②  

③  

④  
⑤ 

⑥ 

このほか、理事会の補助機関である各種「⑤委員会」や運営上の事務を行う「⑥事務局」 
から成り立っています。 
 

農家や地元の方々にご協力いただきつつ、きれいな水路を保つ活動を行っています。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
  

桐生市 

八幡町 

福居町 

下渋垂町 
島田町 

高松町 

久保田町 

三
栗
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用
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足
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南
部
に
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が
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そ
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流
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ど
り
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ら
、
周
辺
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私
た
ち
三
栗
谷
用
水
土
地
改
良
区
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割
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ご
紹
介
し
ま
す
。 
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羽刈町 

6 

横手堰
よ こ て ぜ き

 

渡良瀬川 

流量を測定するための施設（＝パーシャル
フリューム）を設け、適正な水量を「横手分
水」「三栗谷幹線」「三ヵ村分水」へ分水して
います。 

7 

中里堰
なかざとぜき

 

「中里梁田加用水」「中里分水」「三栗谷幹線」
に分かれます。 

毎年地域の方々と行う藻刈りの様子(右上 
写真)は【とちぎのふるさと田園風景百選】に
選ばれました。 
 

待矢場両堰土地改良区内の 
水管理システム 

東武伊勢崎線 

三栗谷用水土地改良区事務所 
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足利市 

太田市 

三栗谷用水土地改良区受益地 
  受益面積：819.5ha 
  組合員数：1,199 名 (H29.4.1 現在) 

N 

藤
ふじ

の宮堰
みやぜき

 S 
 ここで水路は「藤の宮右口」「藤の宮左口」

に分かれます。 
「右口」は百頭町･県町･羽刈町･小曽根町･
高松町へ、「左口」は上渋垂町･下渋垂町･  
久保田町･瑞穂野町へと水を運びます。 

太田
お お た

頭首工
とうしゅこう

 

群馬県桐生市広沢町地先にある、取水ゲート。 
三栗谷用水の水はここから取り入れられています。 
渡良瀬川沿岸に広がる水路網に農業用水を安定供給 

するため、国営渡良瀬川沿岸農業水利事業（昭和 46 年 
～昭和 59 年）により造成された、渡良瀬川流域では 
最大規模の頭首工です。 

三栗谷用水土地改良区は、太田市の待矢場両堰土地 
改良区と「渡良瀬川中央土地改良区連合」を設立し、 
維持管理を行っています。 

2 

小瀬
お ぜ

墓
はか

分水工
ぶんすいこう

 

水の流れを分ける施設です。 
写真右側の水は、三栗谷用水 

土地改良区の受益地へ、左側は 
太田市を通り邑楽町・館林市 
方面へと流れていきます。 
 

3 

三栗谷
み く り や

吞口
のみくち

 

②で分水された流れを三栗谷 
の管内に入水させる箇所です。 

 

4 

減勢工
げんせいこう

 

水の勢いで用水路自体が侵食され 
ないよう、この施設で水流にブレーキを
かけてから放流します。 

 

5 

水神
すいじん

神社
じんじゃ

 

④の減勢工のすぐそばに建ってい
ます。 
境内には、昭和 11～20 年に行われた
三栗谷用水幹線改良事業を記念する
碑（写真右）が建っています。 

昭和 31 年 2 月築造 

8 

百
頭
町

も
も
が
し
ら
ち
ょ
う 

野
田
町

の
だ
ち
ょ
う 

用水路上を利用した太陽光発電
設備の設置を導入。周りを遮るも
ののない水路はパネルの設置に適
しており、順調に稼働しています。 

土地改良施設の有効活用として
期待される事業です。 
 

9 
10 

敷地内にある 
初代理事長・岡村 勇氏の胸像↑ 


